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金谷 年展	 慶應義塾大学大学院政策メディア研究科教授
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薗田 綾子	 株式会社クレアン代表取締役

須藤 美智子	 一般社団法人環境パートナーシップ会議事務局長
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服部 乃利子	 一般社団法人地球温暖化防止全国ネット運営委員会副委員長

みなさん、「低炭素杯」によ

くいらっしゃいました。3.11

が東北を襲ってから間もなく 1

年になりますが、『3.11 を受け

て、いったい日本はエネルギー

や経済をどうするのか、どんな

社会をつくるのだろう』という

ことを－私たちにとっても極め

て重要なことですが－世界は見

ております。これは世界のロールモデルを私たちがつくれ

るかどうかという問題でもあります。私たちは基本的な衣

食住は充実した状態ですが、その後いったいどんな社会を

つくっていくのかが問われています。その重要なキーワー

ドが「低炭素」だと思います。ですからこの「低炭素杯」

低炭素杯２０１２表彰式の開

催にあたりまして、一言ご挨拶

を申し上げます。

間もなく１年になろうとして

いますが、昨年の３月の東日本

大震災でお亡くなりになられた

方々、被災に会われた方々にあ

らためまして、心よりご冥福を

お祈りし、お見舞いを申し上げ

たいと思います。さて、ご承知のとおり、我が国は 2012

年度までに 1990 年比６％の温室効果ガス削減を掲げてお

り、今年度は目標達成に向け、まさに正念場の年です。１

日も早く、震災からの復興を成し遂げ、災害に強い低炭素

社会を構築し、「世界をリードするグリーン成長国家」を実

現していくことが、我々の最大の責務だと認識しており、

政府として、これからも全力で取り組んでまいります。

この「世界をリードするグリーン成長国家」を実現する

ためには、政府の努力のみならず、地方自治体、事業者、

ＮＰＯはもちろん、地域の方々一人一人の力が必要不可欠

です。本日ご参加の皆様方が、平素から、それぞれの地域

において、温暖化防止活動に尽力されておられることに対

し、環境副大臣として、心から敬意を表します。

は、少なくとも 10 年といった単位で続けたいと思っており

ます。ぜひご協力下さい。

さて、どうやったら、低炭素社会をつくっていけるので

しょうか。「坂の上の雲」という小説がありますけれども、

あれは坂の上につくるべき社会の具体像が見えていた時代

の日本の話です。しかし、今、私たちは低炭素社会の具体

像を持っていません。北海道と沖縄、今雪が降っている地

域とこの青空の太平洋側、それぞれに違う低炭素社会像が

あるはずです。それをつくっていくのは、草の根の運動です。

「低炭素杯」では、ＮＰＯ、企業、自治体などが中核となっ

た運動をそれぞれの地域から発表して頂きます。多分全く

同じものを真似するということはないと思いますが、お互

いに参考にするということはとても良いことです。昨年も

大変色々な取り組みに刺激を受けた訳ですけれども、今年

もおそらくそうであろうと思い、心から期待をしておりま

す。ぜひ今日と明日、楽しくかつ充実した日を送りましょ

う。どうもありがとうございました。

また、昨年度に引き続き、全国各地で展開している地球

温暖化防止に関する地域活動を報告し・学びあい・連携の

輪を拡げる「場」を作っていただいた、小宮山実行委員長

はじめ委員の皆様方、共催企業・団体、全国及び地域の地

球温暖化防止活動推進センターの皆様方に対し、厚く御礼

申し上げます。今回の「低炭素杯」には、全国各地から 41

の代表が参加され、それぞれの地域に根ざした、アイデア

にあふれた取組が発表されました。皆様方の活動は、我が

国での模範となる取組ばかりです。今後ともより一層のご

活躍をいただき、全国で地球温暖化の防止に取り組む多く

の方々の目標となっていただきますよう、心より期待いた

しております。なお、環境大臣賞の受賞者に副賞として授

与されますトロフィーは、造形家の齊藤氏が宮城県の石巻

市立湊小学校の皆さんとの協働のもとに、震災で発生した

がれきを活用して制作され、たくさんの様々な思いがこめ

られたものと伺っております。湊小学校の皆さん、本当に

素晴らしいトロフィーをありがとうございました。先の震

災により、岩手県で通常の約 11 年分、宮城県では約 19 年

分の災害廃棄物が発生しました。これらの膨大な災害廃棄

物を処理するため、今後もより一層、環境省が先頭に立っ

て被災地外での広域処理を推進する思いをあらためて強く

した次第です。皆様方におかれましても、ご協力をお願い

いたします。最後になりましたが、皆様方の今後ますます

の御健勝と一層のご活躍をお祈りいたしまして、私の挨拶

とさせていただきます。
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横光 克彦

低炭素杯 2012 低炭素杯 2012

実 施 体 制


